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１．研究計画の概要 

最近、われわれは1985～1990年米国を中心

に実施された心筋炎の免疫抑制療法臨床

試験のため登録された症例を解析し、1355

例中59例(4.4%)がHCV感染が陽性であるこ

とが明らかになり、米国のHCV感染陽性率1.

8%と比し有意に頻度が高いことが明らか

となった。 

さらに、コクサッキーウイルス感染におい

ても持続感染をきたすことが示され、ヒト

においてこれらのゲノムが検出されるか

が注目されている。本研究では心筋症・心

不全におけるウイルス感染の有意を明ら

かにするため国際共同研究を実施し、その

治療・予防法を確立することを目的とした。 

 

２．研究の進捗状況 

心筋症の病因として従来コクサッキーウイ

ルスなどのエンテロウイルスが重要である

と考えられてきたが、最近の研究では C型肝

炎ウイルス(HCV)が重要な病因であることが

明らかになってきた。さらに、脳性ナトリウ

ム利尿ポリペプチド(BNP)、NT-proBNP や心筋

トロポニン I、心筋トロポニン T は HCV によ

る心筋疾患の治療経過の判定や予後の推定

に有用であることが明らかになりつつある。

最近、われわれはHCV抗体陽性者についてBNP、

NT-proBNP、トロポニン T を測定することに

より、HCV 心筋疾患が容易に診断できること

を明らかにした。われわれは 1985～1990 年

米国を中心に実施された心筋炎の免疫抑制

療法臨床試験のため登録された症例を解析

し、1355 例中 59 例(4.4%)が HCV 感染が陽性

であることが明らかになり、米国の HCV 感染

陽性率 1.8%と比し有意に頻度が高いことが

明らかとなった。平成 18-19 年度は、パキス

タンの Sheikh 博士との共同研究により、547

例の HCV 感染者において、NT-proBNP を測定

したところ15.5%が126pg/ml以上の高値を示

し、HCV 感染により高頻度に心筋傷害が存在

することが示唆された。また、中国の北京大

学の Wang 博士との共同研究において、HCV 感

染者 217 例のうち 37.3%、B 型肝炎ウイルス

感染者 339 例のうち 7.7%が NT-proBNP が

100pg/ml 以上を示した。このことから HCV 感

染では高頻度に高度の心筋傷害をきたすこ
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とが明らかとなり、B 型肝炎ウイルス感染に

おいては、軽度であるが心筋傷害をきたすこ

とが明らかとなった。また、ローマ大学

Barobaro 博士との共同研究により 13 例の

HCV による拡張型心筋症では、HCVI 型 7 例、

II 型 4例、III 型 1 例である、BNP は平均 254

±182pg/ml、トロポニン I 0.15±0.07ng/ml

と高値を示し、肝機能異常は全例でみられた。

エジプト Ngem 博士との共同研究では、40 例

の HCV 感染者のうち心エコー図上の異常は

58%にみられ、左室肥大 34%、駆出率の低下

25%、左室拡大 18%を認めた。また、NT-proBNP

は 47%で高値を示した。 

 

３．現在までの達成度 

当初の計画どおりに進展している。 

 

４．今後の研究の推進方策 

今後はインドの Dr. Talwar およびインドネ

シアの Dr. Siswanto との共同研究を推進す

る。 
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